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主な内容

ま
ち
の
主
人
公
は
私
た
ち
市
民
で
す
。
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
私
た
ち
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
積
み
重
ね
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
「
総
合
計
画
」
は
、
未
来
の
平
琢
の
姿
を
描
く
ま
ち
づ
く
り
の
設
計
図
で
す
。
新

し
い
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
形
で

「市
民
参
加
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
ま
で
に
は
、
市
民
・
企
業
意
識
調
査
、

市
民
ア
イ
デ
ア
募
集
、
ま
ち
づ
く
り
市

民
の
つ
ど
い
な
ど
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
た
「
素
案
」
を
公
開
す
る
予
定

で
す
。
さ
あ
、

一
緒
に
「
湘
南
平
原

・
香
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
ま
し
ょ
う。

Z「一緒lξ話そう、 平塚の来来
みんなで-jfろ?私たちの
「花ヒみピりの街(並}ゲ〈ツ

+ 

i 市民ぬっと~，， 

ぬを:い組新総合計画
の策定を

ま
ち
づ
く
り
の
設
計
図

総
合
計
画
と
は
、
将
来
の
あ
る
べ
き
平

塚
の
姿
を
描
き
、
そ
の
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
政
策
を
ま
と
め
た
市
政
運

営
の
総
合
的
な
指
針
で
す
。

こ
の
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
、
市
で
は
福

祉
や
教
育
、
環
境
や
産
業
、
道
路
や
下
水

道
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
務
・
事
業
を

計
画
的
・
効
率
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

つ

ま
り
、
総
合
計
画
と
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
を
示
す

「設
計
図
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

市
民
参
加
で
進
め
る

ま
ち
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
意
識
や
文

化
水
準
を
反
映
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
よ
り

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
と
が
お
互
い
に
知
恵

を
出
し
合
っ
て
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
変
化
が
激
し
い
時
代
に
は
、
な
お

さ
ら
で
す
。

新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て

は
、
五
千
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア

募
集
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
な
ど

様
々
な
方
法
で
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
計
画
を
「
生
き
た

計
画
」
と
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
参
加
、
理
解
、
そ
し
て
協
力
が
欠
か
せ

な
い
か
ら
で
す
。

多
く
寄
せ
ら
れ
た
意
見

平
成
八
年
度
に
自
治
会
な
ど
を
通
し
て

お
願
い
し
た

「市
民
ア
イ
デ
ア
募
集
」
で

は
、
延
べ
八
百
三
十
五
件
の
ご
な
日
ん
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
の
上
位
五
位

ま
で
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

交
通
体
系
の
整
備
胤
件

商

業

の

活

性

化

部

件

福

祉

の

充

実

必

件

環
境
美
化
の
推
進
剖
件

ご
み

・
し
尿
の
収
集
な
どω件

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す

(ア
ド
レ
ス
は
下
記
の
と
お

り
)。

-
位

2
位

3
位

4
位

5
位

。

。

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
は
、
今
年
夏
を
め
ど

に
策
定
す
る
新
総
合
計
画
の
素
案

に
反
映
さ
せ
ま
す
。

こ
の
素
案
は
、
ま
と
ま
り
し
だ

い
広
報
ひ
ら
つ
か
な
ど
で
公
表
し

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

。
担
当
企
画
調
整
課

(
内
線
3

2
7)
 

こ
れ
か
ら
の
進
め
方
は

新
た
な
総
合
計
画
の
「
素
案
」

を
策
定
(
平
成
9
年
夏
ご
ろ
)

新
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

(
平
成
叩
年

4
月
)

新総合計画ホームページア ドレス

http://www.cltyhiratsukakanagawa.Jp/HOTPLAN/ 
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サッカーのおもしろさ、楽しさをイ云え

る活動に取り組み始めたベJレマーレ平

塚の森正明さん。今後の抱負を、嶋津

智恵子さん (松 風 町)が取材しました。

お
忙
し
い
時
間
を
割
い
て
、

心
よ
く
抱
負
を
語
っ
て
く
だ
さ

っ
た
森
さ
ん
。
心
底
ベ
ル
マ
1

レ
を
愛
し
、
サ
ボ
l
タ
ー
や
フ

ァ
ン
の
声
を
近
く
で
聞
き
、
語

り
合
い
た
い
と
住
ま
い
を
平
塚

に
移
す
な
ど
、
ホ
ッ
ト
で
心
づ

か
い
の
細
や
か
な
方
で
し
た
。

選
手
と
し
て
、
ま
た
、
コ
ー
チ

と
し
て
の
体
験
か
ら
う
か
が
っ

た
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
日
本
代
表
と
し
て
活
脳
。
各

地
を
遠
征
さ
れ
た
折
々
に
、
日

の
丸
の
丞
み
、
日
本
代
表
と
し

て
の
自
負
心
を
感
じ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
の
お
陰

で
ボ
I
ル
ひ
と
つ
で
友
達
に
な

れ
る
、
こ
れ
が
文
化
だ
と
思
え

る
、
と
も
。
ス
ポ
ー
ツ
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
芸
術
と
し
て
考
え

て
い
る
が
、
そ
う
し
た
世
界
の

選
手
に
出
会
え
た
こ
と
も
大
切

な
財
姥
だ
そ
う
で
す
。

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
は
ド
イ
ツ

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま
す
。
そ
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の
特
徴
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

ク
ラ
ブ
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

森
さ
ん
は
、
昨
年
ま
で
ジ
ュ

ニ
アユ
l
ス

(中
学
位
)
を
指

噂
し
て
い
ま
し
た
。
折
却
に
あ

た
っ
て
は
、
九
ト
人
の
子
ど
も

た
ち

一
人
一
人
と
知
り
合
う
た

め
交
換
日
記
を
続
け
る
な
ど
、

サ
ッ
カ
ー
以
外
の
心
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

学
校
訪
問
で
は
、
自
の
不
自
由

な
子
供
た
ち
の
歓
喜
に
も
出
会

え
た
そ
う
で
す
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
の
初

心
を
忘
れ
、
観
客
が
少
な
く
な

れ
ば
、
ベ
ル
マ
1
レ
の
活
動
も

雌
し
く
な
り
ま
す
。「
選
手
・

サ
ボ
1
タ
1
・
フ
ァ
ン
が
、
今

だ
か
ら
こ
そ
力
を
合
わ
せ
躍
り

上
げ
て
い
き
た
い
」
「
市
民
の
同

の
尚
き
で

一
緒
に
や
っ
て
い
き

た
い
」
「
女
性
な
ど
に
も
ル
1
ル

を
党
え
て
も
ら
い
、
家
族
で
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
タ
ン
ド
が
グ
リ
ー
ン
の
旗

で
埋
め
ら
れ
、
ま
ち
に
は
応
援

旗
が
は
た
め
く
。
そ
の
姿
を
同

指
し
て
、
地
元
と
の
ク

y
ンヨ

ン
役
に
な
り
た
い
と
、
夢
も
岐

路
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
森

さ
ん
の
こ
の
情
熱
を
応
援
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

• 
明石町のベルマーレ事務所前で
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……め
雲
町
和
条
例
改
一
一
位
な
ど
回
議
安
牽
可
決
側
部

川
川

3
月
一定
例
市
議
会
の
結
果
川

圃田

二
月
二
十
四
日
開
会
さ
れ
た

市
議
会
三
月
定
例
会
は
、

三
月

二
十
一
日
審
議
を
終
え
、
閉
会

さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
平
成
九
年
度

当
初
予
算
な
ど
二
十
五
議
案
が

提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
平
成
九
年
度
当

初
予
詳
の
内
容
は
四
面
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

一
平
塚
市
一
般

職
員
の
特
殊
勤

館

務
手
当
に
関
す

長

る
条
例
の
一
部

配

を
改
正
す
る
条

城

例
}
現
在
三
十

引

五
あ
る
特
殊
勤

館

務
手
当
の
う

調

ち
、
業
務
の
特

日

殊
性
が
認
め
ら

幻

れ
な
く
な
っ
た

州

「
戸
籍
等
業
務

手
当
」
、
「電
子

計
算
機
等
操
作

手
当
」
、
「
背
少

年
補
導
業
務
手
当
」
の
一一一
種
類

を
廃
止
し
た
。

一
平
場
市
立
公
民
館
の
設
置
及

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
}
現
在
建

設
を
進
め
て
い
る
城
島
公
民
館

の
新
築
、
移
転
に
伴
い
、
所
在

地
番
の
位
慣
を
定
め
た
。

・
新
住
所
平
塚
市
小
鍋
島
2

7
1番
地
の

1

(宮
町
|
1
5

2
5
)
 

な
お
、
遠
藤
原

一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
第
二
期
整
備
事
業

の
事
業
授
が
お
お
む
ね
確
定
し

た
た
め
、
事
業
費
を
約
二
億
四

千
八
百
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
措
置
の
結
果
、

一

般
会
計
で
は
、
今
回
の
補
正
額

は
十
五
億
九
千
六
十
万
六
千
円

と
な
り
、
予
算
規
模
は
七
百
七

十
九
億
三
百
六
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
補
正
の
な
い
特
別

会
計
を
加
え
た
全
会
計
の
累
計

額

(
三
月
補
正
予
算
を
含
む
)

は、

一
千
六
百
五
十
八
億
九
千

五
万
七
千
円
と
な
り
ま
す
。

補
正
予
算
は

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
財

政
調
整
基
金
へ
新
規
に
十

一
億

円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。
内
容

は
、
五
領
ケ
台
土
地
区
画
整
理

事
業
に
伴
、
つ
周
辺
地
区
公
共
施

設
整
備
費
負
担
蚕
(
六
億
円
余

り
)
な
ど
で
す
。

ま
た
、
耐
震
診
断
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
市
役
所
新
庁
舎

の
建
設
に
向
け
て
計
画
的
に
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、
庁
舎
建

設
基
金
へ
五
億
円
を
新
規
に
積

み
立
て
ま
し
た
。

税
改
正
に
伴
う
使

用
料
な
ど
の
変
更

り
引
き
さ
れ
る
生
鮮
魚
介
類
等

の
取
り
引
き
価
格

(み
な
と
水

産
課
宮
幻
1
2
0
6
6)

天
減
山
荘
の
使

用
料
も
変
更
に

ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘
の
使
用

料
が
、
四
月

一
日
か
ら
外
税
方

式
に
変
わ
り
ま
し
た
。
利
用
時

に
は
、
次
の
料
金
に
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
資
税

(
合
計
五
%
)

と
、
入
湯
税

(
百
円
か
ら
百
五

十
円
)
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

マ
平
塚
市
民
が
利
用
す
る
場
合

の
一
泊
二
食
付
き
の
基
本
料
金

.
一
般
室
大
人
四
千
七
百
八
十

円、

小
・

中
学
生
四
千
二
百
八

十
円な

お
、
体
育
館
や
キ
ャ
ン
プ

場
な
ど
の
利
用
料
金
も
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、

ひ
ら
つ
か
天
城

山
荘

(2
0
5
5
8
l
u
-
-

0
5
0
)
へ
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

消
費
税
法
の
税
率
改
正
、
お

よ
び
地
方
税
法
の
地
方
消
費
税

創
設
に
伴
い
、
平
塚
市
で
も
条

例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
四
月

一
日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

率
史
さ
れ
た
使
用
料
等
は
次
の

と
お
り
。
(
)
内
は
問
い
合

わ
せ
先
で
す
。

マ
公
共
下
水
道
使
用
料

(下
水

道
総
務
課

・
内
線
4
5
0)

マ
市
民
病
院
の
診
療
費
お
よ
び

そ
の
他
の
費
用
(
市
民
病
院
医

事
課
包
詑
l
o
o
1
5
内
線
2

1
3
8
)
 

マ
平
塚
市
地
方
卸
売
市
場
で
取

年
金

変護
霊祭
主溺

手をの
一
年
分
の
保

険
料
を
ま
と
め

て
四
月
三
十
日

(水
)
ま
で
に
納

め
る
と
、

定
額

保
険
料
は
三
千

七
百
十
円
、
付

加
保
険
料
は
百

二
十
円
割
り
引
か
れ
ま
す
。

-
保
験
料
の
免
除
制
度
・・・病気、

失
業
、
倒
産
、
営
業
不
振
な
ど
の

理
由
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
は
、
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

0

.
平
成
八
年
度
分
の
保
険
料
・

•• 

平
成
八
年
四
月
分
か
ら
平
成
九

年
三
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
、

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成

九
年
四
月
分
か
ら
月
額

一
万
二

千
八
百
円

(平
成
八
年
度
は
一

万
二
千
三
百
巴

に
な

2
gす
。

こ
れ
は
、
支
給
さ
れ
る
年
含
舗

の
水
準
を
保
つ
た
め
に
改
定
さ

れ
る
も
の
で
、
付
加
保
険
料
は

四
百
円
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

-
前
納
割
り
引
き
制
度
・・・四
月

分
か
ら
平
成
十
年
三
月
分
ま
で

-⑮~ 
臨時職員の募集

.臨床検査技師….....・H ・...1人

・資格 臨 床 検査 技師の資格を有

する人

-期間 5月27日から約 1年 間

-勤務日 月~金曜 日の週 5日間

・ 時間 午前 8~30分~午後 4 時

・賃金時給1.150円(貸与あり)

.看護婦・看護補助員…若干名
・資格 昭和32年 4月 2日以降に

生 ま れた 人 (宕・護婦は若護婦免

許取得者)

-勤務日 月~金曜日の週 5日間

・時間 午 前 8時30分~午後 4時

・賃 金肴謎婦は時給1.150円、看

護 補助員は1時給 795円(いずれ

もf.l・与あり)

.申し込み方法
市販の履歴ffi:に必要事項を記入

して、免許証の写 し (看護補助 員

は不要)と一緒に市民病院庶務課

(〒 254平塚市南原1-19-1・

ft32-0015) に提出する。郵送可。

-
-
a
-
a

・a
-
a

・a--a

・a
-
a

・a

・a

・a

・

開
発
指
導
要
綱
を
改
正

開
発
指
導
要
綱
が
四
月
一
日

付
け
で
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
要
綱
は
、
無
秩

序
な
宅
地
造
成
や
建
物
の
建
築

を
防
ぎ
、
健
全
な
都
市
環
境
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
良
好
な

生
活
環
境
を
整
備
す
る
指
針
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

。

=
戸
建
て
住
宅
の
建
築
確
認

申
請
を
簡
素
化
し
た

二
戸
建
て
専
用
住
宅
の
建
築

四
月
三
十
日
(
水
)
を
過
ぎ
る

と
、
お
手
元
の
納
付
昨
日
で
は
納

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
届

け
出
が
必
要
で
す

マ
初
蔵
に
な
っ
た
と
き
・
:
加
入

の
届
け
出
を

マ
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加

入
し
た
と
き
・--
資
格
の
変
更
届

け
を
。
配
偶
者
の
い
る
方
は
、

あ
わ
せ
て
届
け
出
を

マ
住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
と

主』マ
第
3
号
被
保
険
者
(
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
妻
な
ど
)
の
配
偶
者

が
会
社
な
ど
を
変
わ
っ
た
と
き

マ
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
者
の
扶
養
に
な
っ
た
、
ま
た

扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

。
問
い
合
わ
せ
先
保
険
年
金

課
年
金
係

(内
線
2
5
1
)

に
は
、
こ
の
要
綱
を
適
用
し
な

い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
改

正
に
伴
い
、
建
築
確
認
申
詰
の
事

務
手
続
き
を
簡
素
化
し
ま
し

た
。

。
中
高
層
建
築
物
の
事
業
計
画

の
公
開
・
周
知
を
徹
底
し
た

事
業
計
画
の
公
開
時
期
を
早

め
、
開
発
指
導
課
へ
計
画
暫
を

提
出
す
る
日
ま
で
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
専
用
住
宅
を
除
く
三
階

建
て
以
上
の
す
べ
て
の
建
物
に

開
発
事
業
計
画
板
(
お
知
ら
せ

看
板
)
の
設
置
を
義
務
付
け
、

説
明
会
等
に
は
関
係
図
啓
を
配

固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
の
、

2
り、

土
地、

家
屋
の
評

価
は
三
年
に

一
度

見
直
さ
れ
ま
す
。

平
成
九
年
度
は
、

こ
の
評
価
替
え
の

年
に
当
た
ηま
す
。

今
回
の
評
価
替

え
で
は
、
納
税
者

の
税
負
担
が
急
激

に
変
わ
ら
な
い
よ

う
に
、
負
担
水
準

の
高
い
土
地
な
ど

に
つ

い
て
は
負
担

調
整
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
土
地

(宅
地
)
に
つ

い
て
は
、
前
回
と
同
様
に
公
一不

価
格
の
約
七
割
を
自
艇
と
し
、

臼 Rコ1三目iiヨ'PJ:主 高1111~三

布
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

。

。

開
発
指
導
要
綱
は
、
法
律
と

は
別
に、

市
が
独
自
に
定
め
て

い
ま
す
。
主
な
内
容
と
し
て
は

①
開
発
事
業
に
伴
、つ
道
路
や
下

水
、
公
固
な
ど
の
公
共
施
設
の

整
備
基
準
②
宅
地
を
造
成
し
、

分
譲
す
る
際
の
一
宅
地
の
区
画

最
低
敷
地
面
和
⑤
中
高
層
建
築

物
を
計
画
し
た
際
の
近
隣
住
民

へ
の
事
業
計
画
説
明
会
等
の
義

務
付
け
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
開
発
指

導
課

(内
線
4
3
3)
へ
。
な

お
、
同
課
で
は
建
築
紛
争
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

鑑
定
評
価
価
格
を
基
に
、
現
況

に
よ
っ
て
評
価
し
ま
す
。

。
固
定
資
産
税
と
は

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を

毎
年

一
月
一
日
現
在
所
有
し
て

い
る
方
が
、
そ
の
資
産
の
あ
る

市
町
村
に
資
産
価
値
に
応
じ
て

納
め
る
税
で
す
。
平
塚
市
で
は

市
税
収
入
の
約
四
四
%
を
占
め

て
お
り
、
市
民
税
と
と
も
に

様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
重
姿

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
街
化
区
域
内
に
あ
る
土
地

や
建
物
に
は
、
こ
の
固
定
資
産

税
の
評
価
に
基
づ
き
都
市
計
画

事
業
の
費
用
に
あ
て
る
た
め
、

都
市
計
画
税
が
か
か
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

資
産
税
課

償
却
資
産
係

(内
線
2
9
1
)

我が家の防災対策を確認く連載⑩〉
か怠:代えと;遊!まう

環境の変化にあわせ
防災対策も変えましょう

進学や就職などで、環境が変わる

季 節 です。家庭や職場で 防災会識を

聞 き、対策を車束りなおしま し ょう 。

~話 し合いのポイン トー
-避難場所、避難施設はどこか

-子 どもやお年寄 りの避難はだれが

責任を持っか

-だ れが何を持ち出すか

-家族聞の連絡先と連絡方法、 最 終

的に落ち合う場所はどこか

。問い合わせ先 防災課 (内線357)かながわ・ゆめ国体平塚市実行委員会

緑化まつり会場で
花いっぱいの総合公園で、国体

マスコットの「かなベえ」がみな

さんをお待ちしています。

。 日時 4 月 27日 (EI )~29日付加

。会場総合公園

。 内容①輪投げ、ダーツゲーム

② ス タ ン プ ラ リ ー③国体クイズ

O問い合わせ先国体推進課 (内

車泉152)

市 税などの 納付 は安心・ 確 実 ・便 利広口座振替を

ご利 用ください。申し込み 手続 き は市内にj苫舗のあ

る金融機関 (郵便局は除 く )の本 ・支 j苫の 窓 口で簡単

にできます。 お問 い合 わせは収納課(内線280)へ。

(第 1期)
(第 1期〉

(第 1期〉

。公共下水道使用 料
。 国民年金保険料
。清掃し原従量手数料

4月納期の市税・手数料
4月30日(水)納期最終日
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難 菌量華麗働泊均 緬震
日本初公開の大作も多数出品

|美術館で26日かう|

や
み

「光
と
悶
1

苓
麓
な
る
バ
ロ

ッ
ク
絵
画
展
」
が
、
四
月
二
十

六
日
(
土
)
か
ら
芙
術
館
で
闘

催
さ
れ
ま
す
。

バ
ロ
ッ
ク
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
に
十
六
世
紀
末
か
ら

十
七
世
紀
の
後
半
ま
で
、
絵
画

や
彫
刻
、
建
築
や
管
楽
な
ど
、

芸
術
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ん

だ
運
動
の
こ
と
で
す
。
そ
の
絵

画
の
特
徴
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
絵

画
の
よ
う
に
均
整
の
と
れ
た
調

j 

4
月
幻
自

i
m目
、
総
合
公
園
で

緑
化
ま
ヲ
り
を
開
催

第597号 (1日・ 15日発行)

ら
二
十
九
日
(
祝
)
ま
で
の
三

日
間
、
総
合
公
園
で
聞
か
れ
ま
す
。

恒
例
の
「
植
木
市
」
や
「
花

市
」
が
期
間
中

毎
日
聞
か
れ
る

ほ
か
、

二
十
九

日
に
は
テ
レ
ビ

同

の
バ
ラ
エ
テ
ィ

釦

番
組
な
ど
で
人

ゆ

気
の
羽
田
恋
理

即

芥
さ
ん
の
コ
ン

サ
1
ト
も
聞
か

れ
ま
す
。

主
な
催
し
物

は
次
の
と
お
り

容
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
緑
化
ま
つ
り

が
、
四
月
二
十
七
日

(臼
)
か

広報ひ5っか図

野外ステージの催し物

.29日(祝)

9 : 45-

・ 11: 30-

. 13: 15-

・14:30-

和
の
あ
る
様
式
と
は
異
な
り
、

よ
り
動
き
の
あ
る
劇
的
な
表
現

に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
絵
画
展
で
は
、
華
麗

な
色
彩
と
蹴
動
感
に
満
ち
た
迫

力
あ
る
作
品
、
会
?
な
十
問
点
を

公
開
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
バ

ロ
ッ
ク
が
最
盛
期
を
迎
え
た
十

七
世
紀
に
時
代
を
絞
り
、
そ
の

運
動
の
代
表
的
な
地
域
と
作
家

の
作
品
を
厳
選
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
「
ス
ペ

イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ

4
世
」
な
ど
、

日
本
初
公
開
と
な
る
作
品
も
数

多
く
出
品
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ
カ
合
衆

く
だ
さ
い
。

国
カ
ン
ザ
ス
州
ロ
ー
レ
ン
ス
市

マ
会
期

4
月
初
円
1
6月
8

を
訪
問
す
る

「
背
少
年
海
外
派

円

(
月
糊
臼
は
休
館
・
た
だ
し
巡
回
且
を
募
集
し
ま
す
。

5
M
5
日
は
附
館
し
、

6
口
を
閉
口
に
選
ば
れ
る
と
、
グ
ル

休
館
し
ま
す
)

1
プ
や
個
人
で
考
え
た
テ
l
マ

マ
開
館
時
間
午
前
9
時

加

分

を

研

究

し
た
り
、
ホ
1
ム
ス
テ

ー
午
後
4
時
日
分

(入
場
は
4

イ
な
ど
で
ロ
ー
レ
ン
ス
市
民
と

時

却

分

ま

で

)

の

交

流

を

深

め

た

り

し

て

い

た

マ
観
覧
料

一
般

一
千
円
、
大
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生

・
高
校
生
八
百
円
、
中
学

お

申

し
込
み
は
四
月
一一一
十
日

生

・
小
学
生
六
百
円
(
水
)
ま
で
に
、
背
少
年
会
館
に

ピ
エ
ト
口

・
ダ

・
コ
ル
ト
l
ナ
作
「
ハ
ガ
ル

マ
問
い
合
わ
せ
先

美

術

館

宮

あ

る
参
加
申
込
啓
に
必
要
事
項

と
イ
シ
マ
エ
ル
の
前
に
現
れ
る
天
使
」

(お
)
2
1
1
1

を
記
入
し
て
、
閉
会
館
(宮
泣

d
v

・A7
.
、A
q
t
r
dJar-"Jatι"JstιqFab--hdvahrAEtv
、4
t町
A
"
r
r
d
J
ι
r
a
q
J
z
v

で
す

(た
だ
し
件
き
の
な
い
も
〈
平
塚
の
は
ら
っ
ぱ
〉

木
工
工

の
は
毎
日
実
施

・
野
外
ス
テ
l

作
教
室
、
ミ
ニ
機
閥
単
試
乗
会

ジ
は
左
の
表
の
と
お
り
)
。

(

い
ず
れ
も
幻
円
と
却
日
)

ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
〈

日
本
庭
園
〉

お
茶

会

(
有

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

料
)、
管
弦
の
し
ら
べ

〈
国
路
〉
花
と
み
ど
り
の
プ
レ
マ
問
い
合
わ
せ
先
み
ど
り
公

ゼ
ン
ト
、
み
ど
り
の
相
談
室

園
課

(内
線
4
2
5
)

.27臼 {臼)

. 10: 00- フラワーマジツクショー

. 11 : 15、14:45- はりも ぐハーリー

・]3:00- 放揺 ・唱歌を歌おう

. 13 :必~ 交通安全ウル トラクイ ズ

・15:45- 吹礎楽コ ンサート・28日(月)
・10:00、 15: 30- 大道芸パフォーマンス

・11: 00- 大正琴 淡 奏

. 13: 30- 園芸緑化教室

ゆめ固体大クイズ大会

民踊花舞台

交通安全ウルトラクイズ

羽田恕理容オンステージ

(司会はアニマJレ梯団) 応
募
締
め
切
り
は
初
日
(
水
)

ー

7
0
2
9
・
月
↑附
H
休
館
)へ

山
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
派
遣
期
間

7
月
か
ら
8
月

に
か
け
て
の
日
日
間

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の

中

・
高
校
生
初
人

マ
選
考
+刀
法
作
文
記
述
、
面

接
な
ど

マ
参
加
負
担
金

十

一
万
八
千

円

(旅
券
発
行
手
数
料
、
任
意

保
険
料
な
ど
は
別
途
)

情
報
誌

コ
豆
」
の

第
五
号
が
発
行
さ
れ

ま
し
た
。

特
集
は
、
「
い
ま

ど
き
の
ご
は
ん
の
風

舟
」
で
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
を
過
し
て
、
食

事
と
家
族
の
関
係
を

探
っ
て
い
ま
す
。

今
号
か
ら
新
し
い

編
集
委
員
に
パ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
、
こ
れ

ま
で
と
違
っ
た
雰
囲
気
の
誌
面

に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
市
候
所

や
各
地
区
公
民
館
、
金
融
機
関
、

郵
便
局
に
世
い
で
あ
り
ま
す
の

「豆jをご覧くださ、、一
年
生
(向
山
市
は
小
学
校
六

年
生
)
ま
で
の
予
ど
も
を
助
川

さ
せ
る
こ
と
、
お
よ
び
受
け
入

れ
る
こ
と

(ホ
l
ム
ス
テ
イ
)

友
好
都
市
の
岐
阜
県
高
山
が
で
き
る
家
庭
で
す
。

市

・
山一
事
県
花
登
巾
の
家
庭
と
、
マ
募
集
数
日
山
市
7
家
庭
、

ホ
1
ム
ス
テ
イ
交
流
を
し
て
い
花
巻
市
日
家
庭

(
先
着
順
)

た
だ
く
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

マ
受
け
入
れ

8
月
1
日
(金
)

こ
の
事
業
は
、
お
互
い
の
家

1
3
日
(日)、

2
泊
3
日

庭
で
双
方
の
子
ど
も
た
ち
を
生

マ

訪

問
平
成
叩
年
1
月
4
自

活
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
友

(日
)
1
6日
(火
)、
2
泊
3
日

怖
を
深
め
、
家
族
ぐ
る
み
の
交
マ
資
用
受
け
入
れ
時
の
食
費

流
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
実
施
等
と
、
訪
問
時
の
交
通
費
(小

し
て
い
る
事
業
で
す
。
今
岡
で

学
生
約

一
万
三
千
円
、
中
学
生

十

一
回
目
と
な
り
ま
す
。

約
二
万
六
千
川
)

対
象
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
マ
申
し
込
み
方
法
氾
話
で
交

の
小
学
校
四
年
生
か
ら
小
学
校

流
親
善
課

(内
線
5
9
7
)
へ

友
好
都
市
と
家
族

ぐ
る
み
の
交
流
を

マ
内

容

粘

土
や
版
画
の
講
轡

マ
異
議
料

三
千
円
(
材
料

g

.
子
ど
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

マ
日
程

5
月
口
目
、
出
目
、

6
月
比
日
、
お
日

(
い
ず
れ
も

土
曜
日
)
の
全
4
回

マ
時
間

午
後
2
時

1
4時

マ
対
象

・
定
円
以

小
学
校
4
年

生
1
6年
生

・
加
入

マ
内
容
器
礎
的
な
技
術
と
知

識
の
講
習

マ
持
ち
物

ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

女
性
行
政

推
進
室
宮

(幻
)
7
5
0
0

ご
み
施
設
の
見

学
団
体
を
募
集

私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
の
中

で
生
み
出
さ
れ
る

「
ご
み
」
。

そ

の

「ご
み
」
が
ど
の
よ
う
に
処

理
さ
れ
て
い
る
か
を
学
ぶ
「
清

掃
業
務
見
学
会
」
の
開
催
希
望

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

イ

見
学
場
所
は
大
神
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
消
蹄
施
設
で
、

各
施
設
へ
は
パ
ス

(費
用
は
市

が
負
担
)
で
移
動
し
ま
す
。

実
施
で
き
る
日
は
、
毎
週
火

曜
日
か
ら
金
曜
日
(
月
末
は
除

く
)
で
、
対
象
は
十
五
人
以
上

の
団
体
で
す
。

お
申
し
込
み
は
、
氾
話
で
環

境
衛
生
業
務
課
ご
み
減
量
対
策

係

(内
線
2
3
9)
へ
。
な
お
、

希
望
日
は
第
三
希
望
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

館
ぱ
き
、
運
動
活、

タ
オ
ル

マ
受
講
料
無
料

-
ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室

マ
日
程

4
月
初
日
、

5
月
刊

日
、
お
目
、

6
月
M
目
、
お
日

の
全
5
回

マ
時
間

午
前

叩
時
1
日
時
却

分

マ
対
象
・
定
口

小
学
生
の
女

子

・
白
人

マ
内
容
ハ
ン
ド
ベ
ル
で
キ
ラ

キ
ラ
昼
、
ド
レ
ミ
の
歌
を
演
奏

マ
持
ち
物

能
記
用
品

マ
受
講

料

無

料

@ß!l留守~~さもお@ø

膏少年課宮 32ー7029。 問い合わせ先

市内28地 区 で 「子ども大会」が

聞かれます。 科会場では、 ミニ

述動会、ゲーム ・スポーツ大会、

ウオーク ラ リー など、趣向を凝

らした行>JJ.7，)q-j-固されています。

みなさんも、家腕そろって 楽

しい休日を過ごしてみませんか。

びわ青少年の家

夏 休み利用の申し込みは
瓦休み(7月20日- 8月31日)に利用を希位するほ1休の申し込みを受け

イJ・けます。お申し込みは、びわ青少年の家 (土凶2710-1 . ft59 -0871)へ。

く〉開催日 5月の休日
(地区ごとに3もなります)

小学校校庭などく〉会場

。 申し込み方法

① 4井J22日(火)ー26日(土)の間に

f包括、または直接米所して、抽選

会 の 参加を 申し込む

② 4月27日(n)午後 1時 30分~の

抽選会に参加して、 抽選の結呆

により利用口を決める

。対象 市内におイ):まいの小 ・中

学生の団体(10人以上)

背
少
年
会
館
を
会
場
に
し
て

開
か
れ
る
各
種
教
室
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。
お
申
し
込
み

は
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
青
少

年
会
館
(
宮

担
|
7
0
2
9
)

へ
。
定
員
は
、
い
ず
れ
も
先
着

時
寸
oi

〓
、
才
庭
内
J

寝
室

E
r

勾
i
a
Z覇
支
省
調
。
孝
書
官

-s

マ
自
殺

5
月
叩
日
i
平
成
叩

年

3
月
お
自
の
聞
の
毎
月
第

2
・
筋
4
土
附
円
、

全
加
同

マ
時
間

午
前
日
時

1
正
午

マ
対
象
・
定
日
小
学
校
4
年

生
1
中
学
校
3
年
生
・
加
入

交通事故にあったときに、お互いに助け合えるよう、みなさんの掛け金

をもとに見舞い金を支給する制度です。掛け金は大人が500円、 70歳以上の

お 年 寄 り ・ 身 体 障 害 者 ・ 精 神 薄 弱者が300円、中学生以下が200円です。お

申し込みは、市内金融機関(郵便局を除く)、または市役所金融機関窓口へ。

交通災害共済に加入しよう
地域づくり課(内線244)。問い合わせ先
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防
火
水
酬
刊
を
幣
備
し
ま
す

4

ピ
ル
落
下
物
や
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
調
査
し
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
な
ど
を
助
成
し
ま
す

5

緊
急
輸
送
路
を
確
保
す
る

た
め
小
田
原
厚
木
線
城
所
架
道

橋
を
耐
震
補
強
し
ま
す

6

自
主
防
災
組
織
と
の
辿
携

と
、
そ
の
育
成
を
進
め
ま
す

新
年
度
予
算
は
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
す

あ
れ
も
や
り
た
い
、
こ
れ
も
し
た
い
。
し
か
し
、

収

入
は
依
然
と
し
て
低
迷
し
た
ま
ま
。
借
金
も
こ
れ
以

上
増
や
す
と
、
ウ
す
供
や
孫
に
ま
で
負
担
を
残
し
て
し
ま

い
そ
う
だ
。
伺
を
減
ら
し
、
何
を
増
や
す
べ
き
か
、
頭

が
痛
い
:。
市
の
財
政
状
況
を
家
計
に
た
と
え
る
と
、

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
平
成
九
年
度
予
算
案

が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
代
表
か
ら
な
る
市
議
会
で
司

決
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。
す
で
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

務
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

平
成
九
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

市
税
収
入
の
伸
び
の
鈍
化
や

特
別
減
税
の
影
響
な
ど
か
ら
、

市
の
財
政
は
厳
し
い
巡
営
が
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平

成
八
年
度
は
市
民
の
み
な
さ
ん

の
迎
鮮
と
協
力
の
も
と
、
綿
々

な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

。
平
成
8
年
度
の
主
な
施
策

・
「
自
主
防
災
元
年
」
と
し
て

各
粧
防
災
対
策
を
推
進

・
な
ぎ
さ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

や
其
上
大
塚
山
公
闘
が
即
時
間

・
述
藤
原

一
般
廃
棄
物
枇
終
処

分
場
の
第
二
期
工
事
が
完
成

・
博
物
館
「
木
谷
・宜
展
」
を
開
催

。

。

平
成
九
年
度
は
か
つ
て
な
い

雌
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
行
政
に
は
、
多
椴
化
す

る
市
民
ニ

l
ズ
を
的
確
に
抱
強

し
、
与
え
ら
れ
た
条
件
の
中
で

努
力
と
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
夢

の
持
て
る
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ごみの埋め立て地・ 遠藤原一般廃棄物量終処

分場の第2期工事が、3月27日完 工 しました。平成

10年度から15年 間使われる予定 です

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

保
健
・
福
祉
の
向
上

平
成
九
年
度
は
、
「
平
塚
市

行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
い
た

，
府
の
行
政
改
革
に
努
め
る

一

方
、
環
境
、
防
災
、
相
祉
政
策

を
中
心
に
据
、
え
た
予
鉾
を
編
成

し
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み

-
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
環
境
基
本
条
例
の
制
定
、
環

境
基
本
計
凶
の
笠
廷
を
進
め
ま

す2

こ
れ
か
ら
の
環
境
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
今
秋
に
開
催
し
ま
す

3

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
一円
資
榔

化
収
集
を
、
モ
デ
ル
地
区
を
定

め
て
今
秋
に
始
め
ま
す

平成9年度当初予算は
一般会計 719億3.000万円 (前年比 0.6品減〉

特別会計 1.062憶9.919万円 ( 同 54.6%増〉

病院会計 115億 146万円 ( 同 3.9%t曽)

合計 1.897億3.065万円 (同 24.7%1曽〉
※特別会計が前年に比べて大幅に増えているのは、オール

スター競輪開催 (9月予定)による車券発売収入 (380
億円)を見込んでいるためです

引
き
続
き
防
災

対
策
を
幅
広
く

1

小
中
学
校
校
舎
の
耐
災
補

強
や
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
を

進
め
ま
す

2

消
防
第
日
分
団

(金
田
)

庁
舎
を
建
設
し
、
第
日
分
団

(城
島
)
庁
舎
を
設
計
し
ま
す

3

街
凶
消
火
山市
・
消
火
栓

・

-
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め

一
時
保
育
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
市
立
保
掛
け
凶
の

一
部

(
3岡
)
で
も
時
間
延
長
保
育

を
実
施
し
ま
す

2
住
宅
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
リ

フ
ト
パ
ス
や
給
食
サ
ー
ビ
ス
用

自
動
車
を
購
入
し
、
民
間
老
人

福
祉
施
設
に
貸
し
出
し
ま
す

3

民
間
老
人
相
祉
施
設
の
整

備
技
用
を
助
成
し
ま
す

4

身
体
附
害
者
の
地
域
作
業

所
へ
の
交
通
政
を
全
額
助
成
し

ま
す

5

視
覚
障
害
者
用
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
ま
す

6

法
改
正
に
伴
い
、
母
チ
保

健
事
業
を
金
問
的
に
市
が
実
施

し
ま
す

圃園田

3
月
却
自
に
オ
ー
プ
ン
し
た

消
防
第
円
分
団

(土
屋
)

そ
の
ほ
か
に
も

こ
ん
な
事
業
が

マ
平
成
凶
年
開
催
の
国
体
の
準

備
と
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
開
催

マ
中
原
小
学
校
の
校
舎
改
修
、

盛
田
小
学
校
の
校
舎
改
修
準

備
、
金
旭
中
学
校
の
プ
l
ル
改

築
、
大
野
小
学
校
の
校
庭
改
修

マ
小
学
校
に
児
盛
期
パ
ソ
コ
ン

を
導
入

マ
大
原
公
民
館
の
新
築
準
備
・
-
-

大
原
小
学
校
の
中
に
複
合
施
設

と
し
て
建
築
し
ま
す
(
県
下
初
)

マ
博
物
館
常
設
展
の
展
示
称
え

マ
仮
称
円
山
間
ト
ン
ネ
ル
の
整

備

(
今
年
度
完
成
予
定
)

マ
抗
(
土
金
目
線
の
岡
崎
陸
橋
等

幹
線
道
路
の
整
備

仮のマ
称整鈴

a 市m)JI 
来Ir_改
白寸「修
髭ヤに

態橋 1~ド ~"""'II ... .Jマ、つ 、一
一 橋
本 q
4118 

主な事業の予算~とれはいく5
。環境政策推 進事業(環境フォーラムの開催、環境基本計

画策定などの経費) 1.205万 円

。資源ごみ収集経斑 2億2目840万円

。防災機能の拡充 12偲2.801万円

・小中学校校舎耐震補強、大規模改修事業 10i1J4.434万円

・小中学校窓ガラス飛敵防止対策事業 5.066万 円

・小中学校耐震診断調査、補強設計経費 3.269万 円

地 震等防災対策経費 2.516万 円

-地震対策橋りょう補強経費ほか 7.516万 円

。園体準備経 質 1億2.832万 円

。在宅老人対策経賀 7億 921万 円

。老人保健事業関係経質 4偲 1.602万 円

。 小児医療費の助成経質 2億 521万円

。仮称東畳田工業団地整備推進経費 8億 9.067万 円

。漁港整備事業費 6億 3.977万 円

。都市計画 街 路 整 備 寧築(仮称日向岡トンネル、八幡神 社

土 屋線、平塚山下線ほか) 14億 2.888万 円

。真土金回線改良事諜 7億 1.500万 円

。鈴川改修に伴う橋りょう整備事業 2{~8.355万円

。私立幼稚園就図奨励賀補助金 1偲3.854万 円

。博物館常設展の展示替え郡業(2か年継続) 5.000万 円

予算書は情報コーナーで
事業別予算芯どを掲臨した 「予算 書jは、市役所 3階の

市 政情報コーナー(内線686)で公開しています。

青少年相談室
(市民センター2階)

岱 34-7311
歪平窓駅

-毎週月~金曜日 9時-16時

。悩みごとは 「ヤンク テ レホ ンj

ft33-7830 (ミミでナヤミナシ)

毎週月~金曜日 9時-18時30分

(土曜日は13時-18時30分)

環
境
、
防
災
、
福
祉
を
重
成
区

子育てキ目E員室

真 土 金 目線の岡崎 陸橋

完成 予想図

中央
福松会館 公民館

健、口
セも
ン教
タ宮

市民
センター

市民相談室
(市役所1階)

n23-1111内線293

。来所毎週月~金曜日10時-17時

。電話毎週月~土曜日 9時-17時

(第 2・第 4土曜日を除く)

-毎週月~木曜日 9時30分-16時

(木曜日は12時まで)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

包 36-6013

子育て栂談室
(須賀保育園2階)

n21-7639 

。ボランティア

時30分-17時

。結婚毎週日曜日10時-15時(第

3日l曜日は除く)

。母子毎週月~金曜日 9時-16時

。家庭児童毎週月~金曜日 9時~

16時

。婦人 5月8日(木)10時-15時

。高齢者職業毎週月~金曜R9時

30分-161時

もしもし健康相談
(保健センター)

n34-1221 

-毎週月~木曜日10時-16時

国道134号

毎週月~金曜日 8

福祉会館

n33-2333 

。専門(法律、金融、 住宅、 保健医

療 ・いずれも予約制) 5月8日

(木)13時30分-15時30分

。生活支援毎週月~金曜円 8時30

分-17時

30分

。建築設計 ・耐震 5月12日(月)、

6月16日(月)13時-16時

。高年齢者職業 5月 1日(木)、

月5日(木)91時-121時

。一般市民 毎週月~金曜日 9時~

16時

。人権法律 4月15日(火)、 5月6

日(火)、 5月20日(火)13時-16時

。行政 4月15日(火)、 5月20日

(火)、 6月17日(火)13時-16時

。一般法律(予約制) 毎週水曜日

13時-16時

。登記・供託・測量 5月 9日(金)、

6月13日(金)13時-16時

。住宅 (新 ・改築) 4月15日(火)、

5月20日(火)13時-16時

。発明・考案・特許 6月9日(月)、

7月7日(月)10時-15時

。労働 5月8日(木)13時-16時

。下請け取り引き巡回あっせん 4 

月 17日(木)13時30分-16時

。年金・ 社会保険 ・労災 5月13日

(火)、 6月10R(火)10時-15時

。健康(予約制) 4月21日(月)、

5月19日(月)9時30分-11時30分

。消費生活 毎週金曜日 9時-16時

。手話案内 毎週金曜日 9時-12時

6 
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病原性大腸菌0ぺ57の発症患者が、県内で相次いでいます。

0-157は夏だけでは芯く年聞を通じて発生します。一人一人が確実に予

防して感染を防ぎましょう。

今
年
の
ゴ
l

…
質

問

・

'ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
は
、

美
術
館
や
博
物
館
な
ど

市
の
施
設
を
利
用
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
各
施
設
の
開
館

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

(四
之
宮

山
田
チ
エ
子
さ
ん
)

第597号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか回

1 帰宅時、 トイレの後、食事の前芯どは手を十分洗いましょう。また、食

品を調理するときは、手や調理器具を流水で十分に洗 いましょう。

食品(特に肉類)を調理するときは、中心まで十分に加熱しましょう。

レバー芯どの食肉を生のまま食べることは避けま しょう。

生 肉 が 触 れ た ま な 板 、 包丁、食器等は熱湯等で十分消毒し、手も十分

3先いましょう。

5 井戸水 や 受 水 槽 ( 特 に 地下式)を使ってい る 場 合 は 、 水 質 検 査 や 塩 素

消毒など衛生管理を徹底しま しょう。

生水は、できるだけ煮沸させてから飲みましょう。

予防方法は
ゴールデンウィーク中
の 市 の施設は

2

3

4
 

6. 

出血を伴う下痢になったら
ただちに医師の診察を受け、その指示に従ってください。

心配な場合は相談を
.下痢などの症状がある場合は 医 療 機 関に己、相談ください 0

.症状が砿くても心配芯方や、検便芯どを希望される方は、

祉事務所 (旧保健所)などにご相談ください。

《各
施
設
の
問
い
合
わ
せ
先
》

マ
窓
口
セ
ン
タ
ー

(市
民
謀
)

宮
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1
1
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駅
前
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宮
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o

n
U
唱
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マ
美
術
館
宮
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マ
博
物
館
宮
(お
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5
1
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1

マ
中
央
図
性
館
宮
(出
)
0
4
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県平塚保健福

相談窓口は
4砂県平塚保健福祉事務所 ft32-0130 
4砂市役所健康課 宮 23-1111内線667
.保健センタ- ft34-0311 

金曜日は

カジュアルデー

もっと親しみやすい市役所に

金
曜
日
を
自
由
な
服
装
で
勤

…
務
す
る

「カ
ジ
ュ
ア
ル
デ
1
」

…
を
、
四
月
か
ら
市
の
各
職
場
で

…
本
格
的
に
始
め
て
い
ま
す
。

カ
ジ
ュ
ア
ル
デ
1
は
、
市
役

…
所
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
り

…
親
し
み
ゃ
す
い
関
税
と
す
る
と

…
と
も
に
、
職
只
の
自
由
な
発
想

…
や
意
見
を
引
き
出
す
こ
と
を
目

…
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
二

…
月、

三
月
の
試
行
期
間
中
に
笑

…
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

…
で
は
、
賛
成
が
五

0
・
五

%
、

反
対
が
一
三
・
九
%
で
し
た。

マ
福
祉
会
館

(
白
寿
荘

・
七

国
荘
)
宮
(お
)
2
3
3
3

マ
休
日
・
夜
間
急
忠
診
療
所

包

(
鈍

)
0
3
1
1

総合公園ふれあい動物園。休園日の確認を

マ
ご
み
収
集
(
環
境
衛
生
業

務
課
)
宮
(お
)
1
1
1
1

(内
線
5
3
0
)

※
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
提
案

× 

× 

× 

× 

毎
週
金
曜
日
、
公
民
館
な
ど

の
出
先
機
関
を
含
め
、
市
の
職

員
は
制
服
や
背
広
で
は
な
く
、

比
較
的
軽
快
な
服
装
で
勤
務
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
消
防
や

給
食
、
医
療
や
現
場
作
業
な
ど

に
携
わ
る
職
員
は
除
き
ま
す
。

職
員
は
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
、
胸
に

「名
札
」
を
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
用
の
際
は
お
気
軽
に
戸

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
担
当

職
員
課

(内
線
3
1

8
)
 

は
、
お
気
軽
に
広
報
広
聴
課

広
聴
担
当
官
(お
)
1
1
1
1

(内
線
3
5
5
)
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い

。

休日 -夜間急患

診療所

0は開館、

× 
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。
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各施設の連休中の
開館状況

市役所

窓口駅前
セニノト一一一一一
ター各地区

美術館

博物館

図書館 (4館)

青少年会館

こどもの家 (4館)

びわ青少年の家

中央公民館

地区公民館

総合体育館 -

ふれあい動物園

福祉会館(白寿

荘 ・七国荘)

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
適
応
指
導
教
室
っ
て
何
?

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学
校
は
と
て
も
大
き

な
存
在
で
す
。
で
す
か
ら
、
学
校
に
行
け
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の

中
に
は
大
人
か
ら
は
想
俄
で
き
な
い
よ
う
な
不

安
や
緊
張
、
い
ら
だ
ち
、
焦
り
と
い

っ
た
も
の

が
、
た
え
ず
渦
巻
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
見、

暇
そ
う
に
見
え
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
、
や
り

場
の
な
い
気
持
ち
の
裏
返
し
の
姿
で
す
。

平
塚
市
適
応
指
導
教
集
は
、
そ
ん
な

「不
笠

校
」
で
悩
む
子
ど
も
た
ち
が
少
し
で
も
日
ご
ろ

の
緊
張
を
解
放
で
き
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
秘

め
ら
れ
た
エ
、
不
ル
ギ
ー
が
弾
け
る
ま
で
、
じ
っ

く
り
た
め
込
ん
で
い
け
る
場
と
し
て
、
平
成
五

年
四
月
に
側
室
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
六
十

人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
教
室
で
学
び
、

そ
の
多
く
が
元
気
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
絵
画
や
工
芸
な
ど
の
創
作
的
活

動
を
は
じ
め
、
調
理
や
キ
ャ
ン
プ
、
釣
り
な
ど

の
体
験
的
活
動
を
通
し
て
社
会
に
対
す
る
目
を

広
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
集
団
で
の
活
動
を

過
し
て
悩
み
を
共
有
し
、

仲
間
と
一
緒
に
創
造

的
な
活
動
が
で
き
た
と
思
え
る
よ
う
な
経
験
が

持
て
る
よ
う
に
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

一
人

一
人
の
ペ
l
ス
で
自
分
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ
と
を
目
標
に
、
必
姿
に
応
じ
て
専
門
の

相
談
員
に
よ
る
教
育
相
談
を
受
け
た
り
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
の
中
で
基
礎
的
な
学
習
を
進

め
た
り
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。

適
応
指
噂
教
室
は
、
学
校
へ
行
け
な
い
で
い

る
子
ど
も
た
ち
が

「心
の
居
場
所
」
と
し
て
活

用
で
き
る
教
室
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

関
心
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

0

.
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山端
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)6
0
1
3

高
血
圧
の
注
意
事
項
は

質
問

健
康
診
査
で
血
圧
が
高
い

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
食
事

や
生
活
面
の
注
意
事
項
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

お
答
え

血
圧
は
、
最
高
問
以
下
で

最
低
部
以
下
の
場
合
を
正
常

風
圧、

最
高
則
以
上

・
最
低

旬
以
上
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
場
合
を
高
血
圧
、
そ

の
中
聞
を
境
界
型
高
血
圧
と

呼
び
ま
す
。

・高
血
圧
は
症
状
が
出
に
く

く、

発
見
が
遅
く
な
っ
た
り、

治
療
を
十
分
に
受
け
な
か
っ

た
り
す
る
ケ
l
ス
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
放
世

す
る
と
地
脈
硬
化
・
脳
血
管

疾
患
・

狭
心
症

・
心
筋
梗
塞

な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
う

る
生
活
習
慣
病

(成
人
病
)

の
一
つ
で
す
。

血
圧
は
食
事
や
連
動
、
精

神
面
な
ど
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、

一
回
の
測
定
で
正
常

値
よ
り
も
高
か
っ
た
か
ら
と

言
っ
て
高
血
圧
と
は
限
り
ま

せ
ん
の
で
、
定
期
的
に
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

高
血
圧
を
症
状
と
す
る
病
気

が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
主
治
医
の
指
示

に
必
ず
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

食
事

・
生
活
面
で
は
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
食
塩
は

一
日

m
g以
下
に

:
み
そ
汁
は

一
目
一
杯
、
し

よ
う
ゆ
や
ソ
l
ス
は
控
え
目

に
、
酸
味
や
香
辛
料
で
薄
味

を
カ
バ
ー
す
る
。
加
工
食
品

(
ハ
ム

・
か
ま
ぼ
こ
な
ど
)

ゃ
、
漬
物
は
控
え
目
に

②
適
正
体
重
を
守
る

③
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が

け
、
睡
眠
を
十
分
に
と
る

④
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

⑤
タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー
ル
、

コ
ー
ヒ
ー
は
控
え
目
に

栄
養
や
生
前
習
慣
な
ど
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
た
い
方

は、

成
人
病
予
防
相
談

(予

約
制
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
は
毎
月
第
二
火
曜
日
の

午
前
中
、
会
場
は
保
健
セ
ン

タ
ー

(E
M
|
0
3
1
1
)

で
す
。
健
診
結
果
、
食
事
記

録
を
お
忘
れ
な
く
。

とれからの季節は、 窓を開ける機会も多く芯
ります。身近な琶の発生に注意するとともに、

隣近所とのコミュ二ケーションを積極的にとる
よう心がけましょう。

ピアノ、ステレオ、ペットの鳴き声など「生
活 騒 音」の問題が増え ています。「生活騒音」

は私たちの日常生活から生まれ、一人一人が被
害者にも加害者にも芯りうる複雑芯問題です。

を防止しよう
環境保全課 (内線332)

休
館
日
の
振

り
替
え
な
ど
の

た
め
、
連
休
中
は

一
部
施
設
の

開
館
日
程
が
変
則
的
に
な
り
ま

す
。
主
な
締
設
の
開
館
日
程
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。
お
確
か

め
の
う
え
、
お
間
違
い
な
い
よ

う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
み
の
収
集
は
平
常

ど
お
り
日
曜
日
の
み
休
み
と
な

り
ま
す
。

古 物マ館マ 8 マ 包 マ
完園総工ご中 7 ぴ日背

?寂寝言案 1わ?茎
5 合肴~ c 民タ;-()会

2省中?? 去i空
~ j言;ふ 1 各; 家 d 予三

謀れ 1 地 ft c 

差22?会
各施設の連休中 (4月26日"'5月6日)の開館状況

261271281四130い1213141516
土|日 |月|祝|水|木|金|祝|日|祝|火
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「生活騒音」
。担当
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